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学生の身体表現への意識変化に関する研究
　 保育内容指導法の授業を通じて 　
松　村　朋　子１
１．【研究目的】
　保育士を目指す学生にとって、身体表現の指導法を習得することは必須
であるが、多くの学生が「表現することの難しさ」に直面している。どの
ようにダンスを振付したらいいのか、何を踊ったらいいのか、わからない
学生がとても多い。筆者は、これまでに「身体表現の指導」を様々な機関
で行ってきたが、その授業の学習効果は、どのように学生の意識を変えて
きたのであろうか。
　本研究は、「保育内容指導法（表現）」の履修学生に対して、ダンスに対
する意識について履修の前後にアンケート調査することによって、15回の
授業によって学生が、自分の身体表現にどのような変化が生まれたと感じ
ているかを明らかにするものである。そして、その結果を踏まえて、授業
内容の学習効果を明確にとらえ、新たな課題を見つけ、今後の指導内容の
改善を図るために役立てようとするものである。
２．【研究方法】
　調査時期：アンケート1　初回　　2015年9月25日
	 　　アンケート2　最終回　2016年1月29日
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　調査対象：大学3年生　教育学部　児童教育専攻生
　　　　　　「保育内容指導法」履修者146名
　調査方法：表現運動に関するアンケート調査を行う
　　　	 　　５段階評定法と自由記述
【アンケート内容】
アンケート1　　実施日　授業1回目　2015年9月25日
Ⅰ．表現運動について（５段階選択）
①運動すること（身体を動かすこと）が好きである
②ダンス（動きの決まったダンス）をすることが好きである
③自分で動きを考えて、動きで表現をすること（創作ダンス）が好きである
④人前で、童謡を歌うことに抵抗がない
⑤自分ひとりで、童謡に振付をすることに抵抗がない
⑥他の人とグループをつくり、共同で振付をすることは楽しい
⑦子供に適したおどりを考えることは、たやすい
⑧人前で、自分の作った踊りを披露するのは、恥ずかしい
⑨どのようにダンスを振付したらよいのか、わからない
⑩無理なくダンスをつくれるようになりたい
Ⅱ．身体表現が豊かな保育士とはどのような人を指すと思いますか。
　　　（自由記述）
Ⅲ．身体表現を豊かにするために、どのようなことをしたらいいと思いま
すか。（自由記述）
アンケート2　　実施日　授業15回目最終回　2016年1月29日
Ⅰ．表現運動について（５段階選択）
①運動すること（身体を動かすこと）が好きである
②ダンス（動きの決まったダンス）をすることが好きである
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③自分で動きを考えて、動きで表現をすること（創作ダンス）が好きである
④人前で、童謡を歌うことに抵抗がない
⑤自分ひとりで、童謡に振付をすることに抵抗がない
⑥他の人とグループをつくり、共同で振付をすることは楽しい
⑦子供に適したおどりを考えることは、たやすい
⑧人前で、自分の作った踊りを披露するのは、恥ずかしい
⑨どのようにダンスを振付したらよいのか、わからない
⑩無理なくダンスをつくれるようになりたい
Ⅱ．授業を履修する前と今を比べての変化について（５段階選択）
①リズミカルに動くこと
②動きを覚えること
③動きを考えること
④考えを動きで表すこと
⑤イメージやアイデアを描くこと
⑥音楽に合わせて踊ること
⑦グループのリーダーになること
Ⅲ．Ⅱで以前と比べて一番変化を感じた項目を選び、なぜそのような変化
が現れたと思うのか、その原因を述べなさい。どうしても一つにしぼれな
い場合は、複数の番号について記入することも可能。（自由記述）
３．【保育内容指導法の授業計画と内容】
第1回　オリエンテーション　幼児と運動遊びについて
第2回　４月の歌「チューリップ」：二人組で踊る
第3回　５月の歌「こいのぼり」：グループで動く　
第４回　６月の歌「かたつむり」：
第５回　７月の歌「たなばた」：曲のイメージを踊りにする
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第６回　８月の歌「南の島のハメハメハ」、
　　　　フォークダンス：繰り返しを利用する
第７回　9月の歌「大きな栗の木の下で」「山の音楽家」
　　　　どうぶつ体操：動物を踊る
第８回　10月の歌「どんぐりころころ」
第9回　11月の歌「こぎつね」
第10回　12月の歌「あわてんぼうのサンタクロース」：隊形移動を重視して
第11回　フォークダンス、模擬指導準備（グループ分け８人、選曲）　
第12回　模擬指導準備（踊りの振付、係分担を決める）
第13回　1月の歌　模擬指導
第14回　2月の歌　模擬指導
第15回　3月の歌　模擬指導　まとめ
　それぞれの月の代表的な童謡を選び、歌詞から想像される情景や心情を、
指定した年齢に適した踊りで表現できるように振付を考えさせた。
　対象年齢は3歳、４歳、５歳から指定。学生は、該当年齢で可能な運動
能力、言語理解力を踏まえて、動きを創作していった。グループに分かれ
ての共同作業で、振付後に毎回グループ発表を行う。また、発表は他の学
生に撮影してもらい、後日、各自が振り返りもできるようにした。
　各月のイメージに合う壁面構成を折り紙で作成して、ダンス室に飾り、
その前でグループ発表を行った。グループは、毎回違う人と組むようにす
ることで、自分からグループ作りができる自主性や、他のコースの学生と
も活動できる協調性を養っていった。
　最後の3回には、８名のグループで20分の模擬指導を行った。選曲、振
付、衣装制作、指導案作成、指導などを分担し、実際の指導を経験した。
　その月の振付のヒントとして利用できるように、フォークダンスや動物
体操なども取り入れた。
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４．【結果と考察】
アンケート1：授業の第1回目に、以下のアンケートを行った。
　　　　　　　回答141人。
Ⅰ．表現運動に関しての自己評価
　生徒に、自分の現時点での表現運動について、次の①～⑩までの観点への
評価を、５段階から選択させた。段階は「特にそう思う」「そう思う」「ど
ちらでもない」「そう思わない」「全く思わない」の５段階である。　
　結果は、表1、表2、図1、図2である。
①運動すること（身体を動かすこと）が好きである
②ダンス（動きの決まったダンス）をすることが好きである
③自分で動きを考えて、動きで表現をすること（創作ダンス）が好きである
④人前で、童謡を歌うことに抵抗がない
⑤自分ひとりで、童謡に振付をすることに抵抗がない
⑥他の人とグループをつくり、共同で振付をすることは楽しい
⑦子供に適した踊りを考えることは、たやすい
⑧人前で、自分の作った踊りを披露するのは、恥ずかしい
⑨どのようにダンスを振付したらよいのか、わからない
⑩無理なくダンスをつくれるようになりたい
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　①運動することが好き、②ダンスをすることが好きであるかについての
質問では、「特にそう思う」「そう思う」と答えた学生の合計が80％と66％
であり、全体の三分の二以上の学生が身体を動かすことが好きであること
がわかった。
　次に③、④、⑤の質問の回答から、動きを考えて表現することが好きな
学生は27％となる。また、表現運動を好む生徒は減り、童謡を歌ったり、
振付をしたりすることに対して、苦手意識をもつ学生が30～45％となって
いる。
表１　表現運動について　授業１回目
図１　表現運動の自己評価　授業１回目
回答141人 ① ② ③ ④ ⑤
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
無回答 1 1%
特にそう思う 59 42% 32 23% 9 6% 14 10% 9 6%
そう思う 54 38% 60 43% 30 21% 40 28% 25 18%
どちらでもない 15 11% 32 23% 53 38% 42 30% 44 31%
そう思わない 12 9% 16 11% 41 29% 37 26% 48 34%
全く思わない 0 0% 1 1% 8 6% 8 6% 15 11%
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　⑥の共同で振付することは楽しいかという質問には、「特にそう思う」「そ
う思う」の回答が84％となり、③や④で動きを考えたり、振付したりする
大変さを感じると回答しながらも、グループで他の誰かと一緒に振付する
ことの楽しさを認識している。苦手克服のカギとして、共同作業での振付
に注目できる。
　⑦子供に適した踊りを考えることはたやすいかどうかについては、半分
以上55％が「そう思わない」「全く思わない」としている。また、⑨どのよ
うに振付したらよいのかわからないに関しても、「そう思う」「特にそう思
表２　表現運動について　授業１回目
図２　表現運動の自己評価　授業１回目
回答141人 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
無回答 2 1%
特にそう思う 41 29% 0 0% 15 11% 14 10% 96 68%
そう思う 77 55% 9 6% 47 33% 61 43% 40 28%
どちらでもない 20 14% 55 39% 45 32% 38 27% 3 2%
そう思わない 3 2% 69 49% 27 19% 24 17% 1 1%
全く思わない 0 0% 8 6% 5 4% 4 3% 1 1%
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う」と53％が回答している。どの年齢の子供に対して、どのような踊りを
考えたり、振付したりする手立てが浮かばない様子がわかった。また、⑧
人前で踊りを披露することに対して、恥ずかしいと思う生徒が44％と半数
近くいることがわかる。
　⑩無理なくダンスをつくれるようになりたいについては、96％の生徒が
「特にそう思う」「そう思う」と回答していた。自分の経験や能力の足りな
いことを自覚して、踊りや動き、振付の方法を学びたいという学生の思い
が現れていた。
Ⅱ．「身体表現が豊かな保育士とはどのような人を指すと思いますか。」と
いう設問で、自由記述をさせる。学生が思い描く像から、どのような能力
が保育士に必要であると考えているのかを探った。記述の主なものを取り
上げると、以下である。
◦楽しそうに弾き歌いができる人
◦年齢に合わせた振付ができる人
◦動きがダイナミックで、メリハリがある人
◦自分自身が楽しんで表現し、周囲を笑顔にできる人
◦恥ずかしがらずに堂々と大きく動ける人
◦歌のイメージにあった振付ができる人
◦身振り手振りを使って感情を伝えられる人
◦自分をもっていて、自信がある人
◦自分の思いを伝えるのが得意な人
◦子供と一緒に楽しみながら、身体を動かしている人
Ⅲ．「身体表現を豊かにするために、どのようなことをしたらいいと思いま
すか。」について、自由記述をしてもらった。具体的にどのような方法論が
あるのか、各自で考察してもらった。
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◦自分から積極的にダンスや歌に挑戦する
◦日頃から意識してテレビなどを見て、いろいろなダンスを研究する
◦イメージすることを心がける
◦何事にも積極的に取り組む
◦人前で発表することを多くして慣れる
◦様々なジャンルのダンスを経験する
◦一人で分からない時は、最初は決まった振りをしたり、友達同士で考え
たりして慣れていくことが必要である
◦恥ずかしがらずに、人前で沢山練習して自信を持つ
◦他のグループの発表をみて真似したり、そこから動きを取り入れたりする
◦様々な事を体験して、自分の気持ちを素直に表現できるようにする。
◦振付を考えたり、即興で踊ったりする活動を繰り返し行う
　
　以上のⅡとⅢへの回答から、多くの学生が、「身体表現豊かな保育士」と
して、踊りのテーマや内容を感情豊かに振り付けることができて、何より
も自分自身が楽しく踊ることができる保育士をイメージしていることが伺
われた。また、そのためには、ダンスを踊ることや振付することに積極的
に向かい合い、人の真似をしたり、テレビやビデオを参考にしたり、様々
な経験値を増やして自信を持つ必要がある、と感じていることがわかった。
2）アンケート2：　
　授業の最終日、第15回目に、以下のアンケートを行った。回答141人。
Ⅰ．表現運動に関しての自己評価
　授業1回目に行ったアンケート1と同じ観点について、15回目において
も同様に５段階から選択させた。段階は「特にそう思う」「そう思う」「ど
ちらでもない」「そう思わない」「全く思わない」の５段階である。結果は、
表3、表４、図3、図４である。
①運動すること（身体を動かすこと）が好きである
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②ダンス（動きの決まったダンス）をすることが好きである
③自分で動きを考えて、動きで表現をすること（創作ダンス）が好きである
④人前で、童謡を歌うことに抵抗がない
⑤自分ひとりで、童謡に振付をすることに抵抗がない
⑥他の人とグループをつくり、共同で振付をすることは楽しい
⑦子供に適した踊りを考えることは、たやすい
⑧人前で、自分の作った踊りを披露するのは、恥ずかしい
⑨どのようにダンスを振付したらよいのか、わからない
⑩無理なくダンスをつくれるようになりたい
表３　表現運動について　授業15回目
回答141人 ① ② ③ ④ ⑤
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
無回答 5 4%
特にそう思う 59 42% 43 30% 18 13% 29 21% 17 12%
そう思う 57 40% 76 54% 66 47% 49 35% 63 45%
どちらでもない 16 11% 18 13% 37 26% 29 21% 33 23%
そう思わない 4 3% 4 3% 20 14% 31 22% 26 18%
全く思わない 0 0% 0 0% 0 0% 3 2% 2 1%
図３　表現運動の自己評価　授業15回目
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表４　表現運動について　授業15回目
回答141人 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
無回答 1 1%
特にそう思う 64 45% 4 3% 4 3% 1 1% 113 80%
そう思う 64 45% 33 23% 33 23% 12 9% 26 18%
どちらでもない 11 8% 61 43% 30 21% 38 27% 1 1%
そう思わない 2 1% 42 30% 57 40% 72 51% 1 1%
全く思わない 0 0% 1 1% 17 12% 17 12% 0 0%
図４　表現運動の自己評価　授業15回目
　15回の授業で、様々な童謡に振付を行い、発表を重ねたことで、学生の
表現運動に対しての能力や意識に大きな変化が現れたことがわかる。
　授業1回目と15回目のアンケートの結果を、それぞれの質問の観点で比
較してみた結果が図５である。
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　①運動が好きな生徒の割合はほとんど同じであるが、②ダンスをするこ
とが好きであるに対して、「特にそう思う」「そう思う」とした学生が80％
以上に増えている。
　③「動きを考えて表現することが好き」については、「特にそう思う」「そ
う思う」と答えた人が27％から50％へと約2倍近く増えている。また、同
様に、④童謡を歌うことに抵抗がないとした人は38％から56％になり、⑤
振付することに抵抗がないとした人も24％から57％へと増えている。
図５　授業受講前後の表現運動への意識変化
（１回目と２回目を比較して）
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　⑦「子供に適した踊りを考えることはたやすい」に関しては、「そう思
う」人が６％から23％へ増えていた。⑧人前で踊ることが恥ずかしいと思
う人が減っていた。
　⑨「どのように振付したらよいのかわからない」と思う人が減り、「全く
思わない」「そう思わない」が20％から63％となり、過半数の生徒が振付の
方法論を習得することができたと伺われる。
Ⅱ．15回の授業を受講した後、自分のダンスや表現能力について、①から
⑦までの７つの観点について、「授業を履修する前と今を比べて、どのよ
うに変化したか」を自己評価し、５段階から選択することを求めた。結果
は、表５、図６である。
　段階は「1：非常に簡単に感じる」「2：やや簡単に感じる」「3：以前
と変わらない」「４：やや難しくなった」「５：非常に難しくなった」であ
る。
①リズミカルに動くこと
②動きを覚えること
③動きを考えること
④考えを動きで表すこと
⑤イメージやアイデアを描くこと
⑥音楽に合わせて踊ること
⑦グループのリーダーになること
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　自分の表現能力の自己評価では、①「リズミカルに動くこと」と⑦「グ
ループのリーダーになること」においては、「以前と変わらない」という評
価が多かった。また、この2つの観点では、「やや難しくなった」という意
見がそれぞれ26％、５％であった。
　それ以外の５つの観点については、「やや簡単に感じる」と答えた生徒が
多かった。特に、③「動きを考えること」では、90％の学生が「非常に簡
単に感じる」、あるいは、「やや簡単に感じる」と答えている。
表５　履修後の表現能力の変化
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
評価 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
１ 1 1% 27 19% 29 21% 15 11% 20 14% 45 32% 7 5%
２ 14 10% 85 60% 97 69% 87 62% 68 48% 82 58% 36 26%
３ 89 63% 28 20% 11 8% 32 23% 50 35% 14 10% 91 65%
４ 37 26% 1 1% 2 1% 5 4% 3 2% 0 0% 7 5%
５ 0 0% 0 0% 2 1% 1 1% 0 0% 0 0% 0 0%
無回答 1 1%
図６　履修後の表現能力の変化
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Ⅲ．前の質問から、「以前と比べて一番変化を感じた項目を選び、なぜその
ような変化が現れたと思うのか、その原因を述べなさい。どうしても一つ
にしぼれない場合は、複数の番号について記入することも可能」という質
問について、自由記述をさせた。
　結果は、表６、図７である。
表６　表現能力の変化を一番に感じた項目
①リズミカルに動くこと 5 4%
②動きを覚えること 15 11%
③動きを考えること 80 57%
④考えを動きで表すこと 9 6%
⑤イメージやアイデアを描くこと 12 9%
⑥音楽に合わせて踊ること 12 9%
⑦グループのリーダーになること 7 5%
無回答 1 1%
合計 141
図７　表現能力の変化を一番に感じた項目
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①リズミカルに動くこと
◦多くの経験を積むことで、ダンスができるようになったから。
◦何度も踊ることで、ダンスの楽しさに気づくことができたから。
②動きを覚えること
◦音楽に合わせて振りを自分で考えることによって、動きの覚え方のコツ
を自然とつかむことができ、動きを覚えることも可能となり、ダンスが
楽しくなったため。
◦他のグループの振付を見る中で、幼児に適した動きを知ることができ、
余裕を持って振付を覚えることができるようになった。
③動きを考えること
◦子供の運動機能の特徴がわかるようになったので、各年齢の目安がわか
り、適した動きがスムースに考えることができるようになった。
◦自分たちで考えたり、発表を見たり、フォークダンスを学んだりするこ
とで、動きのヴァリエーションが増えて、それらを次に取り入れたり、
発展させることができたから。
◦簡単な振りでも、隊形を変えたり、手の動きを加えたりすることで難易
度を変えることもできるなど、動きの展開を学ぶことができて、振りを
考えるのが簡単に感じた。
④考えを動きで表すこと
◦グループで踊っていくうちに、どうしたら上手に踊れるか、子供だった
らどう踊るか、年齢的にふさわしいかなど考えられるようになった。
◦以前はただ歌詞に合わせて動いていたが、イメージが広がるようになど
も考えていかなければいけないことに気付き、以前より難しく感じた。
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⑤イメージやアイデアを描くこと
◦15回の授業で振りを考え、他者の発表を見ることにより、イメージなど
が膨らみ、様々な振りを考えられるようになったから。
◦童謡や子供の歌によく触れて、曲の感じや歌詞からのイメージをつかみ、
身体で表現する力が身についたと思うから。
◦リズムや音に合わせた動きを考えることを優先していたが、歌詞の内容
を理解して、表現できるようになったから。
⑥音楽に合わせて踊ること
◦沢山の曲を授業で踊って、ゆっくりの曲にも速い曲にも慣れることがで
きたから。
◦出来るようになった達成感を味わることができ、楽しく踊れるように
なったから。
◦1つの音楽から、対象年齢によって、いろいろな振付や表現方法の違い
が分かり、音楽に合わせて踊る楽しさを知ったから。
⑦グループのリーダーになること
◦以前はリーダーになることに抵抗があったが、まとめることのやりがい
を感じることができて、一番変化したと思う。
◦グループの話し合いを一部の人が進めてしまい、参加していない人もい
て、やや難しくなったと感じた。
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５．【まとめ】
　今回の「保育内容指導法（表現）」を授業の前後のアンケート調査によっ
て、学生の身体表現に対しての意識と、受講後の自己評価について、以下
のことが明らかになった。
①運動することやダンスをすることが好きな学生が半数以上で、嫌いな学
生は10％程度であった。しかし一方で、動きを考えたり、振付をしたり
することが好きと回答した生徒は少なかった。身体を動かすことが好き
でも、ダンスを創作することに抵抗があると回答した生徒も半数近くい
た。
②ダンスの創作に関しては、踊りを考えることが苦手、振付の方法がわか
らないと回答した生徒が半数近くを占めている。どうやってダンスを作
りあげていったらよいのか、創作の基本的な方法論を授業内で明確にし
て、繰り返し習得させていく必要があると感じた。
③15回の授業では、選曲、歌詞や曲調からイメージを膨らませる、グルー
プ分け、振付、発表、評価と反省、ノート記述を繰り返し行った。その
結果として、動きを考えたり振付したりすることが好き、抵抗がないと
感じる生徒の割合が急増し、どのように振付したらよいのか悩む生徒が
減ったのは、15回の経験が大いに生きたと言える。
④共同で振付することは楽しいと多くの学生が感じていたため、一人でで
はなく、グループで振付することが適していると思われる。今回は、授
業ごとに違った学生とグループを作るようにしたため、クラスを超えて
仲良くなり、知り合いが増えたという感想も多かった。ただ一方で、コ
ミュニケーション能力が不足していると、よく知らない学生や前向きで
ない学生がグループにいると、意見が出ずに進行が遅くなるという難し
さを改めて感じている生徒もいた。これらは、提出された授業ノートの
授業の感想欄からも伺えた。
⑤15回の授業で、自分の表現運動の能力が変化したことを多くの生徒が感
じており、その理由を「何度も同じような流れを繰り返し経験したこと」
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としている。選曲、グループ分け、振付、発表といった決まった流れを
繰り返すことで、段階を積み上げて、ダンス作品を作り上げていく過程
を習得していったのである。また、振付して楽しかった達成感から、ま
た次の曲を楽しく振付したいと思うようになり、達成感が次の動機づけ
にもなっていったようである。短い作品でも自分たちで考えたという自
信をもたせることが、振付は楽しいという思いを生んだといえる。
⑥「身体表現の豊かな保育士になるため」には、ビデオをみる、繰り返し練
習する、恥ずかしがらずに踊る、他のグループの真似をするといった方
法を回答していたが、学生が思いつく方法論は、授業で全て行われ、そ
の効果も大いに得られていたことがわかる。
　以上のことから、15回の授業によって、多くの学生が自らの身体表現の
能力を向上することができ、それは繰り返し創作を行うことで習得された
ということが明らかになった。何度も繰り返すことで、恥ずかしさが軽減
され、歌詞やイメージから動きをつかめるようになり、楽しさが次の創作
の原動力となる。反復の多い授業が、生徒が創作の流れを習得する役割を
果たしていることが、結果に表れていた。
　また、一方で、消極的な学生とグループを組んだ時にどう対応するかと
いったコミュニケーション能力を高める内容を、どのように取り入れたら
よいのかが課題であると感じた。
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